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CHILDES用日本語データ入力フォーマット

宮田Susanne

MinJ－CHAT　O．9　Hebon（Preliminary　Version）章：

　　　　　Entering　Format　for　Japanese

Susanne　Miyata

1．CHILDES，　CHAT，　J－CHATの概念

　従来，言語獲得の研究において，研究者が独力で観察できる子どもの数に限りがあることが

研究の大きな障害となっていたが，CHILDESという言語表現のデータ処理手法を用いれば，

この壁を破ることができる。

　CHILDESでは言語発話を共通のフォーマットによって処理することによって，苦労して集

めたデータを多数の研究者の間で共有できるようになり，効率も大きく引き上げることができ

るようになる。また，CHILDESでは，ほかの言語との比較や，健常児と障害児の言語発達の

比較も容易にできる。

　CHILDESのパッケージは，データベース，分析プログラム集（CLAN），入力フォーマット

（CHAT）の三つの部分が含まれている。これらはCD－ROMにまとめて入っているし，

CLANとCHATのマニュアルは本にもなっている。

（1）データベース

　データベースには，色々な言語の発達データ（縦断データが多いが，横断データ，障害児言

語発達，第2言語自然獲得も含む），そして言語障害のデータ（失語症等）が集められている。

＊　MinJ－CHATの考え及びルールはj－CHATプロジェクトメンバー（特にBrian　Mac　Whinney，　Kazumi
　Matsuoka，　Susanne　Miyata，　Hiromi　Morikawa，　Norio　Naka，　Yuriko　Oshima－Takane）の電子メールの話

　　し合い，及び第1回J－CHAT会議の際に承認されたものを，」－CHATマニュアル用にまとめたもの

　である。
＊　本章は問題点を検討するための臨時版であるので，最終版は内容的にも形式的にも変更される可能性

　がある。
＊　使用希望者はJ－CHATプロジェクトに連絡すること。
＊　コピーライトは」－CHATプロジェクトにある。

一153一
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　1993／6のCD－ROMには，英語のほかにアフリカーンス語，デンマーク語，オランダ語，フ

ランス語，ヘブライ語，ハンガリー語，ポーランド語，スペイン語，タミル語，．トルコ語など

のデータのほかに，デンマーク語・日本語のバイリンガルデータも入力されていて，メンバー

が自由にアクセスできるようになっている。

（2）CLAN

　CLANは分析や入力の際に役に立ちそうなMacintoshやIBMで動くプログラム集である。

MLU計算などが自動的に行われ，その結果がファイルにまとめられる。

（3）CHATとMinCHAT

　CHATはデータを入力する時に使うフォーマットである。　CLANプログラムを利用するため

には，少なくとも，CHATのサブセットのMinCHATのフォーマットに従う必要がある。　Min．

CHATより複雑なフォーマットに関しては，自分のデータと研究目的に合わせて，適宜利用す

ればよい。たとえば，発音記号（PhonASCII），イントネーション記号のほかに，誤用・言い

間違い・関係ない発話・省略・方言・第2言語などが処理しやすいよう表記の仕方が工夫され

ている。

（4）J－CHATとMinJ－CHAT

　CHATファイルの必要条件の一つとして，　ASCII記号で作成されなければならないというこ

とがある（詳しいことは2．1．1に参考）。ASCII記号には漢字や仮名が認められないので，

日本語のデータでもローマ字で表記する必要がある。JCHATはローマ字化によって生じる日

本語特有の問題をどう扱うかまとめたものである。MinJ－CHATは，日本語入力の際の最少必

要条件をまとめたものである。

2．MinCHAT

MinCHATフォーマットに従って作られたファイルの具体例：

＠Begin

＠Participants：　CHI　Asuka　Target　Child，　MOT　Kumiko　Mother

℃HI：　basu　atta！

％act：　omocha　no　basu　o　toriage，　okaasan　ni　miseru

’MOT：　ja　gareeji　ni　irete　ne．

＠End

CHATフォーマットで作られたファイルは三つのタイプのラインからできている。．
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ヘッダーライン　　　　　＠で始まる

メインライン　　　　　　＊で始まる

ディペンデント・ティヤー　％で始まる
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場面や登場者に関する情報（2．1．1に作照）

実際の発話　　　　　　　　（2．1．2に参照）

前行の発話に関する情報　　（2．1．3に参照）

2．1　MinCHATファイルを作るための必要条件

2．1．1　ヘッダーライン（Obligatory　Headers，＠）

　ヘッダーラインはファイルの内容に関する一般的な情報を含む。以下の三つのヘッダーが最

少限必要である。

　＠Begin　CLANプログラムにファイルの初めを知らせる。

　＠Participants：ファイルの登場者。ファイルの二番目の行になる。各登場者についてXXX

name　role

のように登場者の3文字ID記号，その名前，そして役割を記録する。

　＠Participants：CHI　Asuka　Target＿Child，　MOT　Mother，　INV　Tomoko　Investigator

よく使われる役割はTarget＿Child，　Mother，　Father，　Brother，　Sister，　Teacher，　Playmate，　lnvesti・

gator

ID記号は登場者の名前あるいは役割の初めの3文字を使うことが多い。複数の子どものファ

イルの場合は，CHIやMOTのような役割をID・記号にしたほうが，複数のファイルを同時に

分析できるので便利である。

　＠Endファイルの終わりを知らせる。

2．1．2　発話の書き方：メインライン（Main　Lines，＊）

　実際に発話されたことをメインラインに書く。メインラインは’で始まる。上の具体例を見

ると

　’CHI：　　basu　atta！

　’MOT：　ja　gareeji　ni　irete　ne．

は子ども（CHI）と母親（MOT）の実際の発話を示している。’（asterisk）の後には登場者の

ID記号（大文字を用いた3文字）を配し，その後はコロン，タブ。その後はデキストが入り，

最後には休止符（terminator：．？！）を付ける。

　’XXX：　text　text　text．

ワンポイント：CLANがスペースとタブを使い分けているので，スペースと間違えないよう

　　　　　　気を付けたほうがいい。タブは通常8文字単位にする。

名前や地名は英語の場合と同様，大文字で始まる。

℃HI：　　kore　Asuka　no　da　yo！
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　“obasan”，“okaasan”，“neesan”などの親族名は，名前として使われた場合，大文字で始まる（一

般的な名詞として使われた場合は小文字）。

　℃HI：　Mama　wa　Tookyoo．

　℃HI：　ojisan　ga　matteru．

　％act：ningyoo　o　eki　no　mae　ni　narabete

聞き取れない部分はxxxとして表わす。

℃HI：　xxx．

聞き取れない単語の音声的な形を記録したい場合は，＆gugaのように＆のあとに発音を書く。

℃HI：　kore＆hosamon　da　yo．

不完全な単語は，省略された部分を丸い括弧で付け加えられる。

℃HI：　　Obaachan　n（o）（u）chi，

2．1．3　コメントの書き方：ディペンデント・ティヤー（Dependent　Tiers，％）

　話し手の動作，場面に関する情報，観察者のコメント，分析記号などはディペンデント・ティ

ヤーに書く。オプションであり，使用する義務はない。上の具体例の中で％act：omocha　no

basu　o　toriage，　okaasan　ni　miseruの行はディペンデント・ティヤーの例になる。

　％（percentage）の後に3文字の小文字のティヤー・記号を配し，コロン，タブ。その後は

コメントなどを記入する。文の最後にピリオドなどの終止符を付けてはいけない。

　％XXX：　　teXt　teXt　teXt

上の例では％act（＝activity）というティヤーを選んで，子どもの行動を記録した。ほかにも

よく使われるものは％com（＝comment）である。

日本語の場合はテキストの書き方は英語でも日本語でもよい。

℃HI：　dame！

％act：　taking　away　new　book　from　Ree

or：％act：　　atarashii，hon　o　Ree　kara　toriagete

ワンポイント：℃HI：［tab］とか％com：［tab］をいちいちタイプする必要はない。例えば，

　　　　　　　入力するときに，明日香ちゃんの発音の前の“a”を書き，それをファイルが

　　　　　　　できたときに“CHI：”に置換することもできるし，マクロコマンドに登録し，

　　　　　　　マンタッチで呼び出す方法もある。

一156一



MinJ－CHAT　O．9　Hebon（Preliminary　Version）　157

2．1．4　ASCIIファイルである

　ASCIIファイルを作るために，二つの条件がある。

　（1）文字はASCII記号（American　Standard　Codes　for　lnformation　Exchange）に限る。

　　abcdefghijklmnoPqrstuvwxyz
　　ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ
　　1234567890・－1「；／￥．，

　　！＠＃＄％’＆’o－＋”一：？1＞（

このASCII記号以外は，スペース，タブ，リターンしか使わない。

　（2）ASCIIファイル（テキストファイル）として保存する。

　．＝ディター（ワープロ・ソフト）によってその保存の仕方が多少異なる。例えばIBMの

Wordperfectの場合ではDOSファイルとして保存し，　MacintoshのMS－Wordの場合では「save

as→text　only」，　NECでよく使われる「一太郎」では「テキスト式」になり，　WORDSTARで

は最初からnon－documentとして開き，　MIFESやMcSinkの場合はそのまま保存するとテキス

トファイルになる。

2．1．5　強引な転写を避ける

　特定の転写法や分析記号を使用すると，転写記号の使い分けが難しい時もある。そういう場

合に無理に使い分けないほうがよい。強引な使い方を避けるためにCHATにオプションがい

くつか用意されている。また，％comラインでコメントを書くこともできる。

2．2　ファイルをチェックする

　ファイルに文法的な（フォーマット上の）間違えがあると，CLANの分析プログラムが正確

に働けない。よくある間違えは，終止符を打ち忘れたり，タブの変わりにスペースを打ってし

まったなどである。CLANのなかに入っているCHECKプログラムを使用するとフォーマット

上の間違えを見つけ，その行番号や誤りの内容などを知らせてくれる。早めに気が付けば，誤

解による誤りが避けられるので，頻繁にCHECK使用をすることが望ましい。

2．3　ドキュメンタリーファイル（00readme．　doc）

　縦断研究のために収集された少数の子どもの複数のファイルの集合や横断研究のために収集

されたいろいろな年齢のグループからなる多数の子どものファイルの集合をコーパス（corpus）

と呼ぶ。各コーパスにドキュメンタリーファイル（00readme．　doc）を付ける。データベース

の利用者がデータを適切に解釈することができるように必要な情報を書き込む。以下に最少限

必要な項目をまとめる。
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（1）謝　辞（Acknowledgements）

　　コーパスの利用者が引用文献としてなにを明記するべきか，などを指定する。そのほかに

　　CHILDES全体を利用したためMacWhinney　and　Snow　1990を引用させる。

（2）利用制限（Restrictions）

　　コーパスの利用を制限することができる。たとえば，コーパスをもとにした発表などのコ

　　ピーを送るように指定することができる。しかし，多くの研究者が利用を限定しない。

（3）警　 告（Warnings）

　　データの限界を知らせる。たとえば発話の誤りを記述していない場合ではそれを知らせる。

（4）偽　名（Pseudonyms）

　　登場者がデータの使用に同意しているかどうか，そして各登場者について偽名（通常）か

　　本名（研究者の子どもの場合等）を使ったかどうかを記録する。

（5）　経　　　　緯　（History）

　　プロジェクトの経緯について，できるだけ詳しい情報を与える。プロジェクトに対する助

　　成，そして目的や，資料収集法，転写法や転写の際に無視した部分，転写者，信頼性，記

　　号の使用などを述べる。

（6）記　 号（Codes）

　　プロジェクトの固有な記号を使用した場合はここで説明する。

（7）個人情報に関するデータ（Biographical　Data）

　　各登場者について詳細な人口統計学的，言語的（方言など）な情報，心理検査によるデー

　　タなどをここでまとめる。項目として年齢，性別，兄弟，学歴，社会的階級，職業，以前

　　の住所，宗教，趣味，友人などが含まれているとよい。親が育った場所か，家族が前にど

　　こに住んでいたかなどの情報は社会言語学的な研究にとって非常に大切である。

（8）目　 次（Table　of　Contents）

　　日付と子どもの年齢そして，計算してあれば，MLUの値も含めたファイルの一覧表をこ

　　こに入れる。

（9）場面描写（Situational　Descriptions）

　　一般的な場面の情報，たとえば家の間取り，つまりコーパス中に変わらない情報をここで
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記録する。ファイルによって変わる場面情報は各ファイルに記録する。

3．MinJ－CHAT

3．1　文字化について

　CLANのプログラムを使いたいとき，そして，　CHILDESのデータベースにデータを提供し

たいときには，ASCII記号（つまりローマ字）を使うことが現在前提である。日本語をローマ

字化するにあたっていくつかの間題が生じる。

　まずヘボン式か訓令式にするかという問題がある。ヘボン式は発音に近くて外来語に強い。

訓令式では動詞の変化などが説明しやすい。研究者の要求に合わせて選ぶことができるが，ヘッ

ダーでどちらを使用したかを明記しなければならない。

　ヘボン式と訓令式の間にできるだけの互換性を保つために，コーパk内では一貫して同じ

ローマ字方式を使用する必要がある。たとえば地名や固有名詞を別の方式で文字化したり，外

来語を別扱いにすることは避けなければいけない。

　CLANのCHSTRINGプログラムとともにヘボン《一〉訓例change．　txt（中則夫　93／11）を使

えば，お互いの書き方に換えることができる。change．　txtにはヘボン《一〉訓令の変換だけでな

く，仮名との交換も含まれている。入力の際に仮名のほうが便利な場合もある。

ワンポイント：MinJ－CHATはヘボン式を基にして説明を進める。訓令の使用の場合に多少

　　　　　　の差が生じるので，［4．訓令式］［作成中］にも参照。

3．2

　あa

　かka

　さsa

　たta

　なna

　はha

　まma

やya

　らra

わwa

J－CHAT用ローマ字つづり方表（ヘボン式に基づく）

いi

きki

しsi

ちchi

にni

ひhi

みmi

りri

うu

くku

すsu

つtSU

ぬnu

ふfu

むmu

ゆyu

るru

えe

けke

せse

てte

ねne

へhe

めme

れre

おo

こko

そso

とto

のno

ほho

もmo

よyo

ろro

をo
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んn

がga

ざza

だda

ばba

ぱpa

ぎgi　ぐgu　げge

じji　ずZU　ぜze

ぢji　づzu　でde

びbi　ぶbu　べbe

ぴpi　ぷpu　ぺpe

ごgo

ぞzo

どdo

ぼbo

ぽpo

きゃkya

しゃsha

ちゃcha

にやnya・

ひゃhya

みやmya

りゃrya

ぎゃgya

じゃ・ja

ぢゃja

びゃbya

ぴやpya

きゅkyu

しゅshu

ちゅchu

にゆnyu

ひゅhyu

みゆmyu

りゅryu

ぎゅgyu

じゆju

びゅbyu

ぴゆpyu

きえkye

しえshe

ちえche

にえnye

きょkyo

しょsho

ちょcho

によnyo

ひょhyo

みよmyo

りょryo

ぎょgyo

じよjo

ぢょjo

びょbyo

ぴよpyo

アa

カka

サsa

タta

ナna

ハha

マma

ヤya

ラra

ワwa

ンn

イi

キki

シshi

チchi

二ni

ヒhi’

ミmi

リri

ウu

クku

スSU

ツtSU

・ヌnu

フfu

ムmu

ユyu

ルru

工e

ケke

セse

テte

ネne

へhe

メme

レre

オo

コko

ソSO

トto

／no

ホho

モmo

ヨyo

口ro

ガga　ギgi　グ9U　ゲge　ゴ90

ザza　ジji　ズZU　ゼze　ゾzO
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ダda

バba

パpa

ヂji

ビbi

ピpi’

ヅzu

ブbu

プpu

キャkya

シャsha

チャcha

一ヤnya

ヒャhya

ヘ

ミヤmya

リヤrya

ギャgya

シ　t　　　　　コ

ンヤja

ヂヤja

ビャbya

ピュpya

クァkwa

ツァtsa

フアfa

長音：

かあ

けい

きい

こう

一
一
一
一

カ
ケ
キ
コ

ウィwi

クィkwi

スイsi

ツイtsi

アイt1

ブイfi

ウィwi

ズィzi

ディdi

ブイvi

kaa

kee

kii

koo

デde

べbe

ぺpe

ドdo

ポbo

ポpo
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キュkyu

シュshu

チュchu

一ユnyu

ヒュhyu

s

ミユmyu

リュryu

ギュgyu
シ　マ　　　　　　　J

ンユJU

ビュbyu

ピュpyu

トゥtu

アユtyu

フユfyu

デュdyu

ドゥdu

キェkye

シェshe

チェche

一工nye

ウェwe・

クェkwe

ツェtse

フェfe

ウェwe

イェye

一161一

キョkyo

ンヨsho

チョcho

一ヨnyo

ヒョhyo

s

ミヨmyo

リョfyo

ギヨgyo
シ　ず　　　　　せ

ンヨjo

ヂヨjo

ビョbyo

ピヨpyo

ウォwo

クォkwo

ツオtsO

フオfo

ウォwo
ス　の　　　　　　　．

ンオJO
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くう　クー　kuu

促音：

っカ・kka　　　っきkki

っさssa　　　っしsshi

ったtta　　　っちtchi

：㍑つひhhi

つが№№＝@・ぎggi

　　　　　　　　　　っじjji

っだdda．

　　　　　　　　　　っびbbi

っぱppa　　っぴppi

っきゃkkya

っしゃssha　・

っちゃtcha

っじゃjja

っぴやppya

ッカkka　　　ッキkki

ッサssa　　　ッシsshi

ッタtta　　　ッチtchi

ッハhha　　　ッヒhhi

ツフrra

ッガgga　　　ッギggi

　　　　　　　　　　ツ．ジjji

ッダdda

　　　　　　　　　　ッビbbi

ツパppa　　　ツピppi

ッキャkkya

ッシャssha

ッチャtcha

　　ロ　マ　　　　　　　，　　

ツンヤJJa

　　　　　　　　　　ツデイddi

ツピヤppya

っく　kku　　　　　　っ↓ナkke

っすSSU　　　っせsse

つつttsu　　　ってtte

っふffu @つ↑　hhe

っぐggu

っずZZU　　っぜzze

　　　　　　　　　　っでdde

っぶbbu　　っべbbe

っぷppu　　つぺppe

っきゅkkyu

っしゅsshu　　っしえsshe

っちゅtchu　　っちえtche

っじゆjju　　っじえjje

ックkku　　　ッケkke

ッスssu　　　ッセsse

ッツttSU　　　ッテtte

ッフffu　　　ッへhhe

ツグ99U

ッズZZU　　　ッゼzze

　　　　　　　　　　ッデdde

ップbbu　　　ッベbbe

ツプppu　　ツペppe

ッキュkkyu

ッシュsshu　　ッシェsshe

ッチュtchU　　ッチェtche

　’ず　　　　　　，ひ

ツンユjju
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㎞
鋤
肋
゜
㎞

こ
そ
と
ほ

つ
つ
つ
つ

Oddどつ

OPP↓つ

畑．
よ
よ

よ

き
し
ち

つ
つ
つ

OyPPよぴつ

㎞
㎜
㎞
㎞

コ
ソ
ト
ホ

ツ
　
ツ
　
ツ
　
ツ

Oddドツ

0卯ボツ

驚
㎞
加

ヨ
　
ヨ
　
ヨ
　
ヨ

キ
シ
チ
ジ

ツ
　
ツ
　
ツ
　
ツ

OyPPヨピツ
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特別記号

1．んン

2．つツ

母音音節の前はn’，例えば「まんいん」man’in

音節の終にはQ，例えば「こらっ」koraQ

3．3　分かち書きのルール

　ローマ字で入力する際，単語（自立語）をスペースで分ける。

　’MOT：ja　gareeji　ni　irete　ne．

　名詞，動詞などのほかに格助詞（wa　ga　no　ni　o　mo），終助詞（yo，　ka，　zo　etc）なども自立

語として扱われる。

3．4　格助詞の書き方

格助詞は発音通りに書く

　　は→wa

　　を→o

　へ→e

3．5　同音意義語の表記

　ローマ字化によって同音意義語の区別が付かなくなる場合，括弧を用いて同音意義語の表記

をすることができる。

　　ame（sweets）

　　ame（rain）

　同音意義語の表記は通常，テキストに対応する英語の単語を使う。単語と括弧の間にスペー

スを入れない。

　助詞（よ，が，か，から，ね，に，の，を，と，は，よ）と混同する可能性のある同音意義

語に関しては，必ず同音意義語の表記をする。この場合，助詞には同音意義語の表記をしない。

　’ASU：yoochien　e　itte　takusan　e（picture）okaita　yo．

助詞と同音意義語の義務的表記の一覧表

e

e（handle）

e（picture）

　■

ga

ga（moth）

ka

へ

が

か

柄
絵

蛾
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ka（mosquito）

kara

kara（empty）

kara（shell）

ne

ne（price）

ne（root）

ni

ni（twO）

no

no（field）

O

o（tail）

to

to（door）

wa

wa（circle）

yo

yo（night）

yo（world）

から

ね

，
」

の

ま｝

よ

蚊

空
　
殻

値
根

野
を
尾
と
戸

輪

夜
世

ワンポイント：入力しているときは，同音意義語であることが意外に気が付きにくい。入力

　　　　　　　が終わってからまとめて探したほうが確実で効率がよい。上の助詞をre・

　　　　　　　placeコマンドで探し，必要なときだけに括弧の付いた形に書き換える。多

　　　　　　　数のファイルを同時に開くと便利。

3．6　コンマの使い方

呼びかけ，スクランブル，デイスロケーションの場合はコンマを使用する。

，呼びかけ。コンマによって呼びかけを主語などの使用と区別する。

　’ASU：　Mama，　kore　mite　！呼びかけ

　’ASU：　kore　mite，　Mama　！呼びかけ

　’ASU：　Mama　mita　？主語

　ただし，呼びかけだけの発音は％com行を付ける。

　’ASU：　Mama！
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　％com：　yobikake

　また，呼びかけかどうかはっきりしない場合も％comを付ける。

　’ASU：　Mama　yatte！

　％com：　yobikake　ka　shugo　ka　hakkiri　shinai

．スクランブル（“scrambling”Saito　1985，“afterthought”Martin　1975）やデイスロケーション

の場合はダブルコンマを使用する。

　’ASU：　mita．　kore？

命ASU：　kore　tabeta”kore？

’ASU：　kita．　Mama　ga．

4．訓　令　式

作成中（未定）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．文献，連絡先

文　　　献：

　B，MacWhinney，　C．　Snow　1990

　　The　Child　Language　Data　Exchange　System：An　Update

　　Journal　of　Child　Language　17，457－472．

　寺尾康　1989

　　発話資料のデータベース化

　　言語1989／6，122－124

マニュアル：

　B．MacWhinney　l991

　　The　CHILDES　Project：Tools　for　Analyzing　Talk．

　　Lawrence　Erlbaum　Assoc．　ISBN　O－8058－1006－4＄29．95

CD－ROM注文先：

　　Dr．　Brian　MacWhinney

　　Dept　of　Psychology，　Carnegie　Mellon　University

　　Pittsburgh，15213U．S．A．

　　childes＠andrew．cmu．edu　or　childes＠andrew．bitnet

CHILDESプロジェクト連絡先：

　　Child　Language　Data　Exchange　System

　　Department　of　Psychology

　　Carnegie　Mellon　University

　　Pittsburgh，　PA　15213　US．A．

　　e－mail：childes＠andrew．cmu．edu

　　　　　　childes＠andrew．bitnet

　　Brian　MacWhinney：brian＠andrew．cmu．edu

J－CHATプロジェクト連絡先：
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　日本国外連絡先：Yuriko　Oshima－Takane

　　Department　of　Psychology

　　McGill　University

　　　1205Dr．　Penfield　Avenue

　　Montreal，　PQ　H3A　IBI　Canada

　　e－mail：yuriko＠hebb．psych．mcgilLca

　日本国内連絡先：Susanne　Miyata

　　Department　of　Communication

　　Aichi　Shukutoku　Junior　College

　　　23Sakuragaoka，　Chikusa－ku，

　　Nagoya，464　Japan

　　e－mail：h448169＠nucc．cc．nagoya－u．ac．jp

　　　　　　　PBCO2454（NIFTY｝

JCHAT　LIST連絡先：Hiromi　Morikawa＿paul

　　Department　of　Human　Development　and　Family　Life

　　University　of　Kansas

　　Lawrence，　Kansas　66045　U．S．A．

　　e－mail：hiromi＠kuhub．cc．ukans．edu
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